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「お父さんよかったねj
人間ドックを受けたお父さんは、 「お腹が減っているときに甘い液を飲まされたあ
げく、血を何度も抜かれた」と不機嫌そうでした。数日後、検査結果としてグラフを
持って家に帰ってきました。
【期待される問題抽出と議論の展開l
l 人間ドックとは?
2 甘い液とは何か?
3 どんなグラフなのだろうか?
-血液中の何を測定したのだろうか? 糖?蛋白質?脂質?
.何を目的に調べたのだろうか?
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「何度も血を抜かれたJ ということは時間経過による変化を観察しているの
では?
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「お父さんよかったねJ
そのグラフをみた透子さんは実習で観祭した結果を思い出しました。
組織から取り出した細胞は培養液の中でも生き続けており、培養液中のグルコース
濃度は時間とともに減少していましたが、培養液中にたくさん入っていた Na や K な
どのイオン濃度は変化していませんでした。
【期待される問題抽出と議論の展開1
1 細胞にグルコ}スが取り込まれる 。
・どのように? 膜輸送‘とくにグJレコースの促進拡散
-何のために? 生命の最小単位である細胞が生き続けるために、必要な物
を外から細胞内に取り込む(グルコース代謝)
2 たくさん入っていた Na や K イオンはなぜ一定なのか。
・細胞内外のイオン組成は同じなのか。
・グルコースとは異なる輸送機構に気づかせる。
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お父さんはもう 一枚のグラフを持っていました。前のグラフと重ね合せると下の図に
なったので、透子さんは安心しました。
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{期 待される問題:]: [11 出と議論の展開1
1 インスリンとは何か?
-どんなものか?
- どこでつくられるめか?
.インスリンの働きは?
-どのようにつくられるのか?
.どのように分 i泌されるのかワ
